
価敏感勧 庶絶.のまとめ

東北 大 ･痩･物頗 樽谷 私産

/.金線の頗観

4才藤工角化食酢 て恥 ､て五泉の欄数感動汰終 (といっても机 ,きちんヒレT-,定義lヨ

艶かしいが,)乞余す物軌 3線免では数年く乳出5れてL､えが､考の蹄'& Lコ4･≠ (針 ､LiP

4･≠恭一 IL)軌 てよって大きく分類っれるQ

(;) こa .Y♭聖

YtibT44ijh:,, : 44fjh: S-上 し=3 , 5=

E/2 , 7/2

ウ/2 , 5/2
何れも所謂 血 飴 KO,,dD撃 貿韓五泉す塵型的刺 で あり_I,cl:Lg;rPjlのT,m化合物 J二

一解 象られるT-:LTの礎 石,3:,丹 木･qQ/)&レ4才 レ^(,L,が7ェ LL,ミ動 立EF Lて池 イい空路､

射 て(言々 九を卸 しT:蹄の疲軌 ､):指南首 Lて大雪7･JTB豊 がある｡Y♭ Jて和 一てL;YbBl2lてみ
られる(但し趨-相 伴 LZあるが)猿 に4才hDIaが且にE石上 Jて9,nBa聖の硬い4才/(.ンド

招 り更∫て々 れが押 締 って低温で単軌 香登t;和 子1ろ(更両 氏濃でL2d,･血石OnenYqY
ニDの金属的不縁物イえ尊五泉す､ニ山 3MD銅 Lq ;M.･州 u如 ルtLTa/I:L乙aldud レ.･fy よ tl敬桁

Jl､てい)ボ格がTl在レ､更tてLJJ冊と恥 14-iho/elニ Dの襲撃的 y10,,-jm坤.威 L ニ価Y釣東
経へt.産経的ド密つてや(｡ (i5･liLfYbBム)ヒころが乙e.化冶勃 Jて於 L､てL言gh.Bi型疾経

は痩われrjl､ 4 4才 レベルがEァJ二虹イくじ各象 JてTに liエ昇す るが.S7,MBB型の硬 い

44バ ンド1才出来牙.'Eて3d型の中之いV;YTLJalboLJnds･Ta屯 (vBg)的疲敏 Ltlて鞠 zt､費

lて41 レベ LL,が上昇して古墳型的Ce.W ィtl食物 L才みられT:iい｡これ(言藤 を常数の変化谷 か

ら従来か絹 かれてきT=が､L正,正塩娘収スペつい レからも最近相でL､ぜ い3.封創立昆k
の師 承が髭をしつつ3)ふ｡このB,.7最近のXPSス ÔつLJL,く鉛 ､E3,ぴo化レけ如 ち en相sioれ釦

からよLL8月礎な情報が終られつつ5)(仁 例ili頭-3･Laの転句 で冷しビス 0̂つい レド

貴がな い (低L,よ,)鉾 しくL301-CA でE3EF上のピーつがより線 .､)草の鼻 索 が 一助 と

されつつめる｡促し逸見電動農で9)るB工Si二JLL茄 一tL,涙韓を鯛 ･̂･ちヒa-乙之Lて姑 ､て

L言7L IL,ミ務旭丘エ ド酸い小机 大空TJピーJ?が存在 してtj.tl､p-4 釦 3d-i榊.･YJyW

がかTsIは きくなってL-るニt.L言鯛ら仇である｡この違 いが何から来ろかドついての紳柊

のゆく各ir揉 T=6両 もT3いれ 一番考 えられる大きな相姦 LSP弓 pn,.x明 の大き了でYb
イtl食物E甘乙色砂か物の約半分紘 ヒ骨とられる (鼻血の線軌 てよるバ ンドを増 の紛れ て露 )

(d六･ンドが申LVtLT:}ろ/Jtl釦 和て於 t-てE3才一d 柵,tYJY呼が利くが､これi,奴T:線1紬 のと考
えられる)が この蒙がせれ竣LY-,･7TTCαIT:J酢 iてあるか t:'うかE耳金4分ら77fい ｡

く7;) Pr,Tpn響

TT 4444h:,,:444ih22 S=/,L -E, ∫- 言,,EE :三
拝 化合軌 てほ襲撃的噛数痕釦 五泉 すものも､Jt,,ゐ Na危 邑表すおのも見出三れて

Lll:JLt(促し高温のPA乙の東森 でKO,do Na危 邑示すと敬老了れてい方もo'が確々ある

が.よく分 L3Tsい｡又､高圧乙抑えろニt.tてよ･)価教変化五経 i:Cろ寛厳 もある) これ E7

-111-



cb にftlL,て44 レ^･LLt7(2aV鎧潔 い師 てあるT-～g)cy.･T･tal/如 ./に迄盈LTjいT--あt.整

われ る｡ (̂1毎 の疲tて4+ レベ･,L.が銅 星夜戎 Lな ると魚･盈 L-_見碓恒 の深T=が戎(,i･L急盛_
lてTkc,値 が増大巧ろ如農 が5)ち) 一i.i,γ の44 れ 一ルレベ･IL,E3Ytrに 比 べ れ ば や け

LL2aV絃発くT:iちと,e･われ るが.PrHの44 レ ･̂LLL,(て紋べれ Ii各般抑 二かな ,L痛 くT,nga
c,線1:J襲撃的 g仰Bム型o)彰のや7;,meの疲tj血鮎 型 払dDSTATE,色糸耳ものが乳温･-i_れ て
Llる｡更L=これ L;のd,I/uTeLaIloysで'ぁるYL-2lT,nhs(ga)もd.･LLJlI.aKondD的疲簸し.を.泉す｡~
捜 し､それ らの痕 扱 い '才乙8 47Y♭/ltl%物Lてみられ る襲撃的 dtlu危 度か'あ 1Sakb,dDgTaTe

LL如､TjLt安TfっT-諸,がみられ る｡ dill,TakbdDLこれ ,ても YT,ngaL3 巽東 ′こ軌 ､伽 藍 レ
かみL;れ ていT:sい｡ Twlgのdeyl池 とDyldD(才放流 {IDと他 にピーrIが あtl.Tと仔教†壊絃

(a;LLjTe.YTJ"銅 セの程 度)あるとだ･われ ろが､れ 一 LL･効 果ヵマイA-I,最に7れ て e:Spのれeml;a/rて

路二桁 L昇 L,てわ リ.乙¢鮎 tてみ られる祐んと濁 度愛,,i,レT:j 日のt･者 レいコントラ7J も
た し.i,しろ01-乙各J=払 い t.2,られ るCe.FTti抽 jJ-_砲相互斤､すAITyhSe.の疲 各日もS,仙鮎 と
E3かT:tLI翼フてみLL､低温で大空TsrlejPf･ve yTASiS瓦 ,.ca亀示して修m Eと勉 で雪温 よ= ＼

I TJ赦統 (Joopn抑舷)に落ち込 みTh,しろあ 1払 k:ondo的線 番 い えた右 (90とOe･では

EojIL2̂ む 唇,鼠で E才22ojJf2cyn軌 Holn叫 のmg-(一主2の餅 料 の例 )/T- LL,効 果勅勘易
と史 JてrP桁 T Ll､ Eoとoaでほを1-/Rより一孝行小 三 い nDYW tEyd aLの塩 に迄 Tsる｡ これ ら(a

S?mBb型 0,もγ Lレで け者iられす､deylSe.紘,k との中間管 の線 に乳i与｡ほ し額漱 f才何
れ を良くT:iく､よEIきちんk.した試料 ドよる鱒細7:j折肇か虜 尊で5)ろうo f+-打 これ 小 二於

いてH持各を算数かL;求9)r--佃敬と帯政孝かLA五g'T--佃数 のPaqLて大 きT:iすlれ 打で3)L欄 首で

2.4軌 -JSる迄後者でE7=全くユ価のきま変化 がT:J.･いのi,弦 点され る点､である｡ (｢払方98 J

TpqSaL_TZlT&と象)

(;.･.･) Eu,T♭撃 (Y♭,乙8t-J Tた)

設 4414: :雲 9'('44AiJL:,' S=3 ,L-3 ,I- bD,･:,,;.'.'o'

他救援鮎の置 ′t易 いもう一つの状乳 首ha/4才Ja/a44りの 裾 象でtEL,7bが如 Yb,CG
tて習fb･･1 ろ ｡ (腹 レ≠.･e./a sL7紘 I甘 S-_?/2邑痔 っ)捜しELJ化J&物 L-J7句 くo)似/ey'乙a
tludLJafon の例があるが､Tbに 仔7:illLLtう U,'ba/aJIC.elがあろ｡古LJ叱食物 の衣1
va/e,1CAiluとTuaT0,,の浄執 拗 教 の銀を耶 星夜紘 各性 であ ･J､高温の二伸 かL;胞泡の三価
へt.変化するB (これはtス八･ 一効果の動 断 てよ ,L至れ t､ドみ られ る)それ とも7:-殉9pnBi
型の邑舜ああ sa払,1dD の 変哲 古木ごTjL､ ｡ Ko,do如虞も永さTj日のJ了ELLの乙-≠成 井終
,･nTe:77kTfM が9-deLXLhci,l傘型でMylの Tヒ S･L要に敬桁低 い TE Lか 与iTj Llことか ら
娼締出乗るがイ可紋 S,,1Bi撃 五泉 壬7;jいかL才よく分 L3f:fH4 ELJの輯微 E3lCl-乙色 管の籍 んt:I

noyTynal型 t_Llつて山 ､o kordo如虞 五泉 1TJLlとすれば 王≠が患/771 △-l侮 /lp(EF)
よ･L/)､さい)む JてikL頑 のみ賢帝互生Lj･.その時 cbt.何棟# '二か Ce型 夏俸 五泉す

Llれtl･娼婦出来ようれ Y♭BLl五線 あて蹄除T:iCL2蝕 ヒして線外 1れIでこれt74jIの 具

象の蹄徹 しいってもよし､か彰しれrj L-4 これ についてE3後 t-t鼻 LLt､ふれ ろ ｡
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(～) gm,Dy型 (Tyn,F> (て対応 )

忌,n廿44ム 柵 4jS s=S/2 , L-I , J ニ5/2,7/2,･･･LS/2
窮51確 DY化離 れて愛常がTJL､い ,うunjdcuICeが5'右 又.Euと何夜 の建盛で
S,Y.にをKDndo如果L1みられTj い o (みられるk,いう報昔もあるが根拠Xr-え/771である｡
組 L/よ･t韓しい棄顔 のLk針 73,ち)LT-_がって賢帝 が 生す'ろの J7Ej-EFが△減痢3'valena

i/ucTuafDnY794jDn で･あ,I､孝二rt,W -反 響 で,M てS,"Bd饗宴常が各線する｡ これ
互442型の浄敏と名ってi/よい爪車レれ机 ､｡ T,H の塙% L才これ とde,,saだ㌫dDが史布
く威 し､E戎給 )LT:結果 ヒみることも奴来よう｡その各味 で17YbB.2E3穆 U)て拷放Tj損谷
L L.え一るのかもL,れri L､ Q しかも9,n,て比 L,てYbl1退 か に競歩TJス ôつトJレ互緑っ魚 爪

らも非# Lて貴賓Tj>iat料というニLが出来る｡

(V) 7lh, U管 (CC,Nd ド対応L)

Th柵 EJo 什 sf L
U柵 sf2 耕5･Jj
∫≠象 は 3dと一44互結ぶものとして極 あて轡承濃 い.鑑 レ我 々が級i名も0日了Thと

Uに終られ ､それL;でも放射匪管頭の閉鎖 で級 いけ利 更である｡ Sj E74才 にrt,してよ,)

乙一才㌦州 明 が 大きくけ ろDヾ･何時 山 一SWUP/LLnq. 績晶碩 分憩 も増大し､それ LLの

払 ド【言あきLは き巧竣 似 才,5 日 捕 われ ろ｡71h l3Le '=_ケ娩 し､孝の各疎で輝線覆 いが､

今の的 乙各 tてみられる典型的dense,kay,ゐ glaTel7見られず.ylCryyd T:j田畑的痕券いが盈

常みられる.これt才｡-3… 明 hl･'大きいr-.8)E不一E≠が△糾 て入ってしまうRg,ヒ考 i
れ'i-,w YwalrfrD佃 ･t.みL;れるのL7ci-Ce.的痕 簸 い かもしれす､きちLJヒLT-jj しい研

盤 が,k草ヒ思われ ろ ｡鼻 乗771の絡み常数はCい こ且SLLむ しろ√-乙各 L:血く (A乙ヒLAi7

周L/各 を常数 )その食味でもcX-Ce的価敬媛軌 の存 在 Lljt.分考iられる｡一斉ut才NA Lて

対束 し､EI-EF L才か指 ･I戎くなるカヾ△の増大を考えれEiむしろ 血 ∫て似 た疾:/軋が祈り婦

ふとも考iられ る.鼻吏線番 いけ年和 で5,,t､各線の繕 LL､研廃か溜 まれ,i.-オ こ_i:
桝JX明 の招魂で31れ∫すd一子ヒ p一子叫 X;y4が5'ろ｡覇者LS錦31鞄金属単体侵L;逸 玲金属 t.

の合金に恥 ､て主審 LTjふ桝ix明 であJa｡G,lLLでt7C&F213 i_か主墓碑金属 kのLAVeS碑rft･･

が3)る｡一姫ド舶良L%低くてその東･味で別 封 易いが色合Tt纏 綿晶 け各 h々て作 り払いよう

である.一宮後者Ilb族♭の椎食物で乙U か らS,,弦 の瑚t_L才乱 舞の谷金を作 る(例 Ll

td n3,こ且gn主客)一般 Lて藤 jl類か､ちt,樵 へのCJ,ay4e.一向加de:T L才かな LL大きく､ゼC)
薫頑 でのイオン緯晶的専泉もか な FI食まれ え｡ (別 i,TfこsAnはイオン結晶絶縁体で3)る

乙S+An-(69ユ))一雨 ,i-コLrL'十イL:烏 かrJ lJ大雪TJbayld抑 agd ヒpの乃釦て作 ILか な

tEよい乙.Fuy1487Tyw Sjky･互蹄っT:-1イオン結晶 ヒみてよ い ｡ (刺 :EuS等､旭 LGd｢;E3由

C)一価金属 である)がザ二つウイト1-JJiとbay-d･糾,E3魔 LJt:･0と,j ll､香 い 斉{'(言

ovey･Iapが起る(Ce" Q二つ勺イト等)忌.･,Ge.Zてなると埠 萌C)cD血enTboyd;nq が直射 --i,

てくる｡-斉､2pあけ凍}抑J､TL､点か L37､堀蹄 の蹄敏 を稗 ち､分与催紹轟が咋L;れ
易いO (裾 cL,払う,払 ,PBi,縛D 等)綾 LIJJ名手頭虫BJ7高 く孝の阜味での結晶作成

け艶しいが (所謂Ne,w ceM /LIE)色合単結晶17かiって作 II易い面を3)1確 で3)るA

-115-



又.後 ドなる雑物管の蹄敵組 かLT霊芝柾 も立て易 い糾 ､L,トもあるO この良 互更:_も｡､
して三五系で過当 Tjd岬 T,抑 £あ ′ 乙舟 っT<分与姥結晶 乙作 る昇 3'も鑑LJである,(和

仏 gwaLよ･t一勧 恒 L才MムXg算のお経/171を′(捜 しM,3金属､×け ′､ロ ゲ ン ス i… .レコLr

ン)を汲射 て使う｡藤 i親 t細 目て入れろ ニヒもて■でる｡/nl}塵紹晶 に私 ､て177nTyaル･ck"か

beytd明 ,L2.1T'boyldtn今,vwvI-bDnかylqIて大きく/TjLかれ､後者 爪車 t二7,lTey … (名山aY･毎,A.Y,守
とayTt;bondInqlて分れ て一般 Lて拘,が 生するO かaY解 Tyans克 Y･の大 きさlて応 し･●てSTc･ノヾンド
けboyA;ylqL Iて<7T<り､タaP上或 いけanboy.A･･ylqに入,T--･L甘み｡ その-/きtt長谷 ･_て
よLLELJa eVYe,植 わ られ る線 1二分 与 の 恋#///(一線 のや ンそう 一)毛生す､る｡ これ i;の若

微 も且かしていろLJrd･設計が可絶 iHJも ｡(刺 :a;won,ル｡cla.VED,4.)葡萄結晶 毒虫祭 IJl

うちr-含まれ る(C･け qyaph･･Ta型⇒萌礎型 Ld･･aMOnd型 ヰ Sl.I,血 ,CLMdehT型 他〟CiEY加 .･ci-

3)ニ 70'顔 色碕 っ)}nTaYaLai;0,lTypeLも面白 い型 の一 7であろう. t:'れ が-督面白∴､れ 子

何と彰盲えT:JL､｡

2. 44,与≠,3dのfC較bd一乙a聖媒祷一
44か ら3d型へt:.a)/ik(て殉 り変ってゆくのか､ 4≠の希かL3みた蹄 の雀 とTi与のコヾ･

cl-cb響か L昌 子型 への鈎 り餐 tLで5)ろう｡それを金銅 恒 みる最 もよいキ娘 が P三g払 I

BISく汲PEg)であろう｡例えば Ce.一也 wIPeuyd でEi が え分現 い三価が 良 い採取 でE3

PES,β工Sの才 か 弓来 るピーつ (これt才見通pESや×FS 尊で 乳分けろ が右砲良三もか

･jLL霧,てLlる)E3Ef互は了LJでUT=''け触れf=二組 の4チL→ 4-30,/iぴ'4fL- 4flのス Q̂

つトLL･がみられる｡kころが E≠が薫くTjって あ 1飴･kDYldoejkTが 吸われるLてつれ て

Ej姓動 こ勘 ､が鋭 いピ-J7が吸われてく右 勿論 この PES のdDU比 FW とso･壊各 号々-A
穫卓絶 でけなくて櫓 JZの横棒が丸み レ繰 るものであ LL､馴iげこ&ザニJ7勺イ トでL-Cと之Pで

一番大 きTjPeaと が 毎 の/aV他 乍 ド出来 てCeB.･{一番弱 くTJえの1才CilPが r.amfLAJ抑
蝕加 ;CDndu乙もγ で あることかL37エ EL,JS衝 立廼 ELの 払r'dDa#d でTjいの L-{絹L;か ど､
これi通 常の bond,nq-伽 柚 Dnd明 LJ I/生じ'たfwofWkSヒ解釈 三れ ろ ｡ (油蕗 ､竹箆

の碩 各線 )ceB占ドみE3れ る gkyPTfEJ､了TjPeAとoT'血1Sel払 dor-よ Lは じ'T:ものと敷
かれるが､ この揚谷もSp;yl-DYかナでSpl.+ し乍 JニJ7/2eLKCiTaisITclfeの牙が 3-5/2

争aLYd/aval∫ ll大きTj並藤 加東五線7て血 bLepeAと鮎 とCjネ (Efよ,I0･古色V牡象
れT-.宮が大きい)i.t､う計 算もある｡ (碗 蛮) これ とか らんで b一一CCE=象られ る 血 ble

peak のE打 て近 い オ (しかし0･EeN化TEてF- kあ LL) の OYIqt･nが失いL:象L二な る鮪 で

あるが､ 払yldoか泉にしては大き過ぎ るニヒから乙e,ザニr7々イ トt_何棟のay177.bcyJ.･Y11

脇 d-でrJい かと終われ る O (何れl;itよ/(.ンド承毘邑きちL,i.取 LL入れT;嶺徐 が,夏季で

3,i)象に EfかrEFL通 酌 ､て (凱 lけ△が増大 して)a-CC,-Jjるヒ Ei工の.DeA之が

JLl鋭 く大きくな り旦7B工S紺 のれ 二より親 告ド吸われ ろd この暴 け よ い が聞置 け8--
C.eで乳ir-1PESのd6u♭kpeakslも拾ルビそ の きき07t,I,で存在 してLtるニt_であるo 二の鼻

け ㌃-dt一触 ns沌Dnが E4-EFの餐イヒでE3Tj(て△の変他 (こき ･ほ じ･てtlろニヒ五泉 して

LlるとみてよかううQつ音LL△ の 増 大ドよりdeyl馳 払ndo加らd-Ce.型 724,･ya【て7ね41g.･i;-Dn
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LT=ということで9)るQ これ(こよっても∠けJの存在確率 は始LJビ夜らTJ:い各 が 京 王れ てい

るo これけ同和 二 E耳も霧LJど安らTJい尋を各承瑠ふ｡ (イえ鼻亀 手数 を食らTT-いつをっT=

のIaldense･ヒoyJoqJg明厨 からcx-ce響S明 /eTL二をっT:=t_いうニヒであ右 Z'',子爵

者f二どの#'適 し､が本管軌 てあるかというと･sLtnq/a ,tm.PuY･1y描 臥 して紬 !蓮 如
に7TjがってL,て本質的Tj相違 は考 iられT;sいd破 いて言と ば後者 71.E77ェ JL,ミ孝徳邑ぎ

っしりつまったFky･〝,･脇 乙uu,Y.からの承知がイ更えるとLlう緒度の ことの線 L二号iろ.鼓し､
E3前 出 の PESの新蔓れ ､乞'iL叫 粛 乙STaTeのMIXIn射 可阜ffうV･･ylualex乙,･TidsTGTeの鬼/i
eyLaT4Y(これが路 01-CA型9坤 eT o'STa/i-8化巧 YL二欄蓋し2EW 絃ある)が ,,lag,,Lf乙STaTe
の叫 持 寄しくr局 所で度希が生するが､孝れ打 ItEf一己再 小 二い磯城 二つ?-再 -te
型st明 /aTのb･thd明 eytc,yqYがJma担 丁乙 e- 判 よ Llてって S';y.∠担I 与yVLJLld>TnJaL二Tj右

っ 官II療鮎の耳経とTiる偽釦 がĈ-t&型 glnq/ATの砲威 t･Llって右打 ､で,--･ろうB Lの

をか L7Ej一己招 く七 つav～ づ elV他が紫型的あ 1Se払壷 FTaTe偲 戒で MIXL,lqL二F締 る
乳かけの4f レベ EL,ET-/aV以乍で強 いkDJldD知見を与 え､ Ef-EFが-2at,,･化 よEI:,考く

作ると (或 いけ△が増iると)各蕗 にCA一乙色型lて変化何 ‥々 但レPESでみT-H-,i い 方の4≠
レ t̂EL蘭賂7痛 でニh E才か tJe型 9･tnq/afsTa滋 の b･･nd:n99ytayqY E二村舟 L-て L1,,｡(セの
東頑 でけ:過度をイヒえ低温迄とってみるのが食客である)i,みてよか ろう8 7.､二九Tjらば･

れ 妃 Ef一己アが正… ,てi透 ,檎 (31鉦 と凍 らずrtfの解櫛 舶 兼 山ビ縞 の 0 よ ll/
L二速 t､徳互像っと終 われ るQ (L正 娘収え Q̂つト IL_ドけ費 lて蝕akdDWn 挽 オ ､7亨L/

i:,ld siTaTe で44が 各 ち込 LJでくる如 泉舌熱線できない)又､sl叫 /e* かnd;h亨とルYqY
が大きいのでみかけ上yTDr…all=近い確執 いがbIられ るニt,(=Ti与｡で E71CeSn主t二みられ

る7L Zレ三面 L相 うTiのか.上述 0,線 L=血 一撃 9.I,lqkfg†地 L紹 価 7km.Iva.w Lれから速

産出乗るもので勧 本軸組 誠 af臓 ド取り入れT-m ia5'(,ド計宜(これでも 州 nqでn4
の節和動 i/[こ血 ､)と本管軌 てけが九千もので け T:fく､その各疎で7ェ LL-三面 も(戎いL3

軌 て7工lL,≡鹿L=関 してけLL巧 ･̂tきかもしれT;jい)セ九線的外 れでLTTjL､ヒ考 えられる｡

(g雰edliVTaWlaSSけ別問題である)

では P伽B̀ 撃 と1才何故変って Llろのか｡,S?bnB'型が受絶て る為 に け d-Cpv型 S,Tylq/e*

S7TaTe b;nd明 eynyVY m.恒 く作るニヒが政孝であ る｡孝の為 に け p-+帆.X明 の威少

(払 仰ilevbtLでの)の弟賓以エ lてe如 veI;f縮 退夜の跡 恒 でよtL食客であり､(鼠 ､け

yna4ydT｡離紘 kの鮎 脇温度の養州 ､さし､といっ乍如 よヾい)々九五g,言,SJ 如 揉
していろt,'lうニヒである Q で榊可故 Y♭BLユで gw.鮎 型が吸われT=かである軋 これ け

こ-与れ･tX;y14 が血 Eニ比 して草威 してtlるニt.以 上｣二､7L tレミ婆 池上 の櫨 机 ､了 Ll(7}･(
△が小､これけ57dchayuTey･の強 い八･ンドであろニヒが刺Llていると終われ るQ 一言､

4rf/ヾ､ンドのd;spersTonl7kvTの p-bandヒの嶺 い と-del搾れd'n+ p-+如;¥:ylq L二村 か

TFLL大きくTFってtlることがあげられ よう)ユt.がま尊Tj鹿威であると箆,われらo

zLLil垂に△が大きくT:tっTtらt:'うTsろ机で､それ｣3undW prlSSLJYaの招 き.か 5才で

安免i_九てLl各と終われ るO軌 て竹 ,Uの詳 しい PES,BIgの愛顧 が .兼皐 であるれ 一利
として UBe･L∋邑あ/1.る｡ これE3Be_1207yvtOk乙uler乙YYSTalの一つで何かdg'sa払yyioI;kL7)
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舷臥 ､の綾酔 え尊転碑 B.起 こす鍵 味 ある軸管 であろが ､PEP,BTSL7doISeL払ndot.約 -

血 管 とt,象って､ 5日△の大きい拷敢 k,しての大きTJE_F比傍 の 搾瓜との3+が みられ ､より

乗 いピ-り L痛 LJビみられTiい痴 乳にTjっていろ｡ 二の神教 L=於 いてia_ぐcc一乙卯 PCundね

粒赦 摘 ち出すの碩 如 拙 ､その為 L- - JL≠ -- p- dで路 線 絹 子し.いo
SZt大きTj商品適 度zA･･I-9uupl.ty'qLてよる/TjL製 の効果彰 よ再孝しく調 べろ武李もあ ろが_

伺九l:せよ低塩でみられ る変額 t,且奄和 泉でみ られ る賢帝鋳造 t_の師 友lこ釣 らL,L､粥飽長一
と招けふ けて い る二ヒけ湖違 いTj い a (低温 でみ L;れ ろのけ緒晶魂分観のIDWeSTdcub/el の

髪膚t,2+与の彰可経である)

3d伽 pDuPdSJこTjれ E3:glnq/asJle,W eyz払7;toylよ LJ ;y'ね rS庖 Ty72jlS養 Y-杏 -̂ きく Tfっ て

汲常功/ヾ ン巨も音､ルがむ しろSL成 乳魚Lてな るのJ才藤}席 数の根 城 極 性 互みても絹 らか
である0 3d系t.昆 あけ務LJど谷く何LI抜舞 い邑未 L/､ jd泉 3'縫浩の勅勘 才兼 山 ビ′無
線出来ろ他小 さL､｡ (g碩 夜観音者 ｡竹 寸像 の碩各線 ｡ これに比 して∫fP.桑 /各ttNp鼓

かTj,I5d/二似た痕簸 いえホすが本離 れ -.01-ccと伺 じ･oy｡er でAI.,､軒 て蕗性と刀腐産

が大きい(Ahl以下)のけやけり乙一子 抑 y明 として S明 /色g;TeinTeJ7- fh,叫が 主客であ るこ
とを泉 している線に思われ る)そこで襲疎があるのL才Cblて汀応･LTTPES,B工Pで5)ろが､
む しろYblて村長･LT<～.･の射 ('貿礁的であろう.考これ 73d /ヾ ン 打 これ 長一LT:-1とê TylaL

P玖kが中Jヾ-トT:sろが､PESの濃い射 て2-hotabouvdgTaTelが乳L;れ ろ｡ これ 才乙eL{ い iEl't

B=Sの442peLlkに孝T:-_リ､A,のUBe.店でもあ ると.eL･われ 与 ｡ しか しCe.A花Sの乳 ､

FWとt=3)T=ろものL才卜J.･のB工9領威 tてE71みられ ZいTJい｡その各味でU& 3の(戎いL甘言f泉
C))延長上 ドあるといってよいか(.､でZ7UBaBのayiTY7DJf35ak ヒどう象うか t丁､む しうU鮎
再 が何か という噸 LLl,てJかろう ｡ 9-p電}∫二,iれLIN.･o'2-hola野 止 の線 Tiもの

もな く Ts,てしまう.奴工の確 lてこが モノtaT;Dn0,強 い勿体的 44 のJ,･MITかL; 一仔的 S-p像を

迄一応洩縁的っ')が･1,7みられるれ せれ ヒih-I/晶の乳棒,fit,のつrfが ,lけ よIL餅紳 'S硫象

が粟尊である｡

主. 水乍具体的Tj瑚顔 tニ< 左傾序Z･､ぁろ紙 歓敬 もT;j L､ので各最 良L;潜 的のきt･51ド
ゆするニヒドする｡
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